
2018 年  東京文化学習センター「資本論1巻入門講座」受講申込書　　　　年　  月　  日

氏名 男 ・ 女 年齢　　才

住所 〒

電話 自宅：　　　　　　　　　　　　　　携帯：

E-mail

受講方法 　①教室受講　　②音声CD受講　　③データCD受講 ※音声受講はwebサイト
からお申込みください

お申込みは FAX・メールで　東京学習会議　tel.03-5842-5646　fax.03-5842-5647　gakusyuukaigi@gmail.com

〈会場地図〉

第５回（4/5）生産力の拡大と労働者支配の強化
　資本主義が発展すると、労働者と自然環境に対する資本
の支配も強化されます。支配の仕組みと同時に人間発達の
可能性や環境破壊についても考えます。

第６回（4/12）　賃金の「常識」を疑おう
　いま職場では成果主義賃金・能力主義的管理・処
遇の個別化などで分断され、働くものの連帯が壊さ
れています。賃金とは何かを改めて考えます。

第７回（4/19）　貧困と格差はなぜ広がるのか
　現代日本社会で広がる貧困化と「自己責任論」。失業・
半失業を生み出すメカニズムや「現代の貧困」が示す資本
主義の限界と社会保障の意義を考えます。

第８回（4/26）　資本主義を乗り越える展望
　資本主義的生産の条件である資本と賃労働の歴史的形
成過程を振り返り、人類史のなかで資本主義社会が占める
位置と、社会変革の展望を考えます。

第１回（３/1）　「市場経済」ってなに？ その１
　いま私たちの生活は「商品化」「市場化」の波に押し流
されて生きづらい社会になっています。商品経済・市場経
済とは何かを考えます。

第２回（3/8）　「市場経済」ってなに？ その２
　市場経済とは「おカネ」がないと生きられない社会であ
り、私たちの生活が「おカネ」に振り回される社会です。
おカネ（貨幣）とは何かを考えます。

第３回（3/15）　資本の「儲け」と働くことの意味
　働くことは「自己実現」であると同時に、資本の儲けの
ために「強制」されるものでもあります。資本の利潤第一
主義の仕組みと働くこととの関係を考えます。

第４回（3/22）　労働時間をめぐる攻防
　「過労死」が社会問題となっていますが、資本主義経済
は長時間労働を強いることを本性としています。労働時間
をめぐる階級闘争の意義を考えます。

『資本論』を読んだことのない人のた
めの講座です。本を持っていなくても大丈夫。自己
責任論や長時間労働、貧困と格差や環境破壊など、
現代社会の問題と社会変革のイメージも一緒に考

えていきましょう。

現代社会のかかえる問題の「なぜ？」が見えてくる！

東京学習会議 ･ 主催　　東京文化学習センター

教室に通えない人には CD 受講・音声受講もあります
音声受講　16,000 円
サイトから音声ファイル・資料をダウンロード
※お申込みは東京学習会議 HP から

ＣＤ受講　24,000 円
①音声 CD：CD プレーヤー再生用（ 1 回 3 ～ 4 枚）
②データ CD：パソコン再生用（ 1 回 1 枚）

江口 健志
東京労働学校講師
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 （１回聴講 2,800 円）
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